
第１学年 国語科学習指導案

日 時 令和２年 月 日( ) ○校時
学級等 ○組 男子○名，女子○名，計○名
指導者 教 諭 ○ ○ ○ ○

１ 単元(題材)名 「クジラの飲み水」（三省堂１年）

２ 本時（○／○）
⑴ 目 標
〇 序論の中から，具体的な説明や表現の工夫を見つけることができる。【 】
〇 様々な工夫を基に，序論の効果や役割について考え，まとめることができる。

【 】
〇 序論の工夫の仕方について，自分の文章に役立てることができる。

【 】
⑵ 実 際

過程 主な学習活動
時間

指導上の留意点 (※評価)(分)
導入 １ 前時までの学習を想起する。 ５ ◇ 「序論・本論・結論」の段落構成や，

中心的疑問の内容などを確認させる。
２ 学習目標・学習課題を確認する。

学習目標：表現や説明の仕方から導入の工夫に気付き，工夫を生かして書こう。
学習課題：序論には，どんな効果や工夫があるだろうか。

展開 ３ 学習課題について考え，グループで ２０ 【序論の中での工夫例】
意見を交流する。 〇 読者を引き付ける表現の仕方

「海には水が不足している」「乏し
４ グループで交流したことを学級全体 い」など。
で確認する。 〇 数字による具体的な事実の提示
〇 各グループでまとめた記録用紙を 「５％・2,500mＬ」
黒板に貼り出す。 〇 文章全体に関係する事実の提示

〇 他グループの発表内容の中で，参 〇 人間の体内の水分量の例示
考になる内容を記録する。 〇 人間からクジラへの関係付け

※ 具体的な説明や表現の工夫を挙げて
５ 序論の内容や工夫がどの段落とつな 意見交換を行うことができたか。
がっているかをふまえて，序論の役割
について考える。 【序論の役割例】

〇 中心的な疑問を引き出す役割。
〇 本論以後の説明を分かりやすくす
るために必要な予備知識を説明する
役割。

６ 本文での序論の内容や工夫を基に説 １５ ◇ 全ての工夫を入れる必要はなく，本
明文を自作し，その序論を考えて書く。 時で学習した工夫の視点（表現・数字

【説明文のテーマ例】 ・例示・関係付けなど）を意図的に活
〇 誕生日にほしい物は何か。 用させる。
〇 暑い夏を涼しく過ごす方法。 ※ 説明文の中に，具体的な工夫を生か

して書くことができたか。
５ ◇ 書き手の具体的な工夫に気付かせ，

７ 書いた序論をグループで読み合う。 その工夫の仕方等を評価させる。

５ 〇 他の生徒のよい工夫例を発表させ，
終末 ８ 本時のまとめを行う。 本時の成果を出させる。

⑶ 評価
〇 序論の中から，具体的な説明や表現の工夫を見つけることができたか。【 】
〇 様々な工夫を基に，序論の効果や役割について考え，まとめることができたか。

【 】
〇 序論の工夫の仕方について，自分の文章に役立てることができたか。【 】
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①

二
つ
の
文
章
を
比
べ
て
読
み
な
が
ら
、
説
明
や
表
現
の
具
体
的
な
工
夫
を
見
つ
け
よ
う
。

②

①
で
見
つ
け
た
具
体
的
な
工
夫
を
生
か
し
て
、
自
作
の
説
明
文
（
序
論
）
を
書
こ
う
。

「
ク
ジ
ラ
の
飲
み
水
」
序
論

「
海
に
は
水
が
不
足
し
て
い
る
。」
と
言
っ
た
ら
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
わ
け
が
な
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
海
水
の
大
部
分
は
水
で
あ
る
し
、
海
が
大
き
な
水
の
塊

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
人
間
を
は
じ

め
、
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
と
っ
て
、
飲
み
水
と
い
う
面
か

ら
み
る
と
、
海
は
砂
漠
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
に
水
が
乏
し
い
環

境
な
の
だ
。

動
物
の
多
く
は
、
体
重
の
約
六
〇
～
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
水

分
で
あ
り
、
人
間
の
場
合
は
、
そ
の
約
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
失
う

と
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
は
毎

日
、
汗
や
排
せ
つ
や
呼
吸
に
よ
っ
て
約
二
〇
〇
〇
～
二
五
〇
〇

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
分
を
失
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
飲
み
物

や
食
べ
物
で
毎
日
水
分
を
補
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

海
は
水
の
塊
だ
が
、
海
水
浴
を
し
て
い
る
と
き
や
海
で
遭
難

し
て
喉
が
渇
い
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て
海
水
を
飲
ん
で

は
い
け
な
い
。
陸
に
す
む
哺
乳
類
の
体
液
に
は
、
塩
分
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
海
水
に
比
べ
る
と
そ
の
割
合
は
は
る
か
に
少
な

い
。
体
液
よ
り
も
塩
分
が
多
い
海
水
を
飲
む
と
、
私
た
ち
の
喉

は
逆
に
渇
い
て
し
ま
い
、
危
険
な
こ
と
に
な
る
。

ク
ジ
ラ
は
人
間
と
同
じ
哺
乳
類
で
あ
り
、
先
祖
は
大
昔
、
陸

上
で
生
活
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
海
の
中
で
生
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
、
飲
み
水
を
ど
の
よ
う
に
し

て
得
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
ク
ジ
ラ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
飲
み
水

を
得
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
ペ
ン
ギ
ン
の
防
寒
着
」
序
論

南
極
の
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
は
、
真
冬

に
は
マ
イ
ナ
ス
六
〇
度
に
も
な
る
厳

し
い
寒
さ
の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
人
間
で
あ
れ
ば
、
ダ
ウ
ン
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
や
厚
手
の
コ
ー
ト
な
し
で
は

外
に
出
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
寒
さ

で
す
。

ペ
ン
ギ
ン
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
こ
の
厳
し
い
寒
さ
を
し
の
い
で
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
の
体
に
備

わ
っ
た
保
温
の
し
く
み
を
探
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。



 
○○学校 第 1 学年 国語科 板書計画 

１ 単元(題材)名「クジラの飲み水」(１／４) 

２ 目標 ・序論の中から，具体的な説明や表現の工夫を見つけることができる。 

     ・様々な工夫を基に、序論の効果や役割について考え、まとめることができる。 

     ・序論の工夫の仕方について、自分の文章に役立てることができる。 
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・ 

表
現
・
数
字
・
例
示
・
関
係
づ
け
な
ど
の
工
夫
が
あ
る
。 

 
 

 

・ 

自
分
が
文
章
を
書
く
と
き
に
、
表
現
・
数
字
・
例
示
・
関
係
付
け
な
ど
を 

使
っ
て
み
た
い
。 

 

めあて 

序
論
に
は
、
ど
ん
な
効
果
や
工
夫
が
あ
る
か
を
と
ら
え
、
自
分
の

文
章
に
生
か
そ
う
。 

序
論
の
役
割 

↓ ホワイトボード 


